
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 d 134 4件増 50.0% c 1.00

2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
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２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価    *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

そうそうそうそう思思思思うううう
どちらともどちらともどちらともどちらとも
言言言言えないえないえないえない

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと
言言言言うとそううとそううとそううとそう
思思思思わないわないわないわない

そうそうそうそう思思思思わわわわ
ないないないない

有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

38 184 69 39

8.1% 39.3% 14.7% 8.3%

cccc ｃｃｃｃ

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

27年度27年度27年度27年度

28年度評価28年度評価28年度評価28年度評価

前回値前回値前回値前回値

指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

‐

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市都市計画マスタープラン，職住共存地区整備ガイドプラン，
新・京都市南部創造まちづくり推進プラン，
らくなん進都（高度集積地区）まちづくり推進プログラム，京都駅南口周辺地区ま
ちづくり指針

担当局・部室

上位政策 21　土地利用と都市機能配置

都市計画局・まち再生・創造推進室

施策番号 2104210421042104

施策名 市内各地市内各地市内各地市内各地におけるにおけるにおけるにおける個性豊個性豊個性豊個性豊かでかでかでかで魅力的魅力的魅力的魅力的なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり

　山間部や市街地をはじめ市内の各地で，民間活力の導入や都市計画手法の活用を
含め多様な施策を総合的に推進することにより，歴史や伝統に裏打ちされた地域の
資源を生かしたまちづくりを進める。

概要

‐

c

‐

468

‐

2

3

aaaa

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと言言言言
うとそううとそううとそううとそう思思思思うううう

‐ - -

‐ - -
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‐

‐

地区計画，建築協定及び景観協定の締結数
（件）

‐

‐

‐

a

‐

‐

28年度回答28年度回答28年度回答28年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1

132

26年度26年度26年度26年度

‐

設問設問設問設問 26年度26年度26年度26年度

身近な地域が魅力的になっている。 c

‐

‐

‐

‐

138

29.5%

27年度27年度27年度27年度

c

‐

‐

cccc

‐ - -

‐ - -



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ｃ ｃ

□

□

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

52,680 50,827

73,985 56,205

0 17,420

0 21,234

18,956 1,584

12,442 31,875

3,201 5,935

18,331 0

47,623 50,205

67,970 60,519

209,507 0

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

都市計画局

文化市民局

文化市民局

総合企画局

総合企画局

4 北部山間地域への移住促進事業 －

5 大学を核とした山ノ内浄水場跡地活用の推進 －

6 京都駅東南部エリアの活性化の推進 －

7 地下鉄北山駅周辺地域の活性化 －

8 京北地域活性化のビジョンの推進 －

9 京都市醍醐駐車場 －

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

事業名

事業費の状況（千円） 28年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局

建設局

総合企画局

総合企画局

文化市民局

都市計画局

27年度
決算額

28年度
予算額

1 京都駅西部エリアの活性化推進事業 良い

2 岡崎地域活性化ビジョンの推進 良い

3 北部山間かがやき隊員との協働による地域活性化の推進 －

総合企画局

27
年
度

C

（（（（重重重重みみみみ付付付付けのけのけのけの理由理由理由理由））））

　客観指標は地区計画等の締結数としており，少なくともこれらの地域では地域の個性を生かした魅力
的なまちづくりが展開されていると判断されるが，全てのまちづくり活動を捕捉したものではないため，身
近な地域が魅力的か否かを全般的に捉えられる市民生活実感調査を優先している。

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

☑ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

・地区計画，建築協定及び景観協定の締結数については，まちづくり活動の支援の結果，締結等を
希望する地域が複数あるが，地域の機運醸成や合意形成に時間を要し，年度内の締結に至らな
かったため，昨年度から評価は上がっているものの，ｃ評価となった。

26
年
度
Ｂ

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

☑ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

・市内各地で都市計画手法の活用を含めた多様な施策を総合的に推進しており，それに伴い各地
域で自主的なまちづくり活動が行われているが，まちの態様の変遷には時間を要するため，現在のと
ころ市民の実感を得るには至らず，昨年度に引き続きc評価という結果となっている。

重み付け
CCCC

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がそこそこがそこそこがそこそこがそこそこ達成達成達成達成されているされているされているされている

☑　市民の実感□　客観指標

10 京都市醍醐交流会館 －

11 神宮道歩行者専用化 －

12

13

14

15
＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

・今後も，より「身近な地域が魅力的になっている」と市民実感が得られるよう，魅力的なまちの実現に
向けて，都市計画手法の活用を含む多様な施策を総合的に推進するとともに，地域住民に身近な区役所と
も連携しながら，市民のニーズを的確に把握し，各地域特性を活かした個性豊かで魅力的なまちづくりを
地域住民と共に進める。
・京都市景観まちづくりセンターと連携しながら，職住共存地区に限らず市域全体を対象に，まちづくり
ビジョンの作成や，都市計画手法の活用を念頭に置いた地域まちづくり支援を行う。



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 50.0%

数値 目標年次 達成度

数値

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

a d cccc

担当課 まち再生・創造推進室 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３５０３３５０３３５０３３５０３

施策名施策名施策名施策名 2104210421042104 市内各地市内各地市内各地市内各地におけるにおけるにおけるにおける個性豊個性豊個性豊個性豊かでかでかでかで魅力的魅力的魅力的魅力的なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり

指標名指標名指標名指標名 地区計画地区計画地区計画地区計画，，，，建築協定及建築協定及建築協定及建築協定及びびびび景観協定景観協定景観協定景観協定のののの締結数締結数締結数締結数（（（（件件件件））））

数値 根拠

平成32年度の目標達成のために当年度達成す
べき数値（平成23年度から155件の締結を達成
するため，年平均3.2件以上締結）

備考

地区計画，建築協定及び景観協定の締結数

地域の魅力の高まりにつながる地域まちづくり
活動の活性化状況を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

26年度 27年度

132 134 2件増 4件増

根拠

前回数値と比較し，
a：4件以上増
b：3件増
c：2件増
d：1件増
e：0件以下

・目標値を達成すればa評価
・以下1件刻みでb～e評価

※なお，協定の更新に伴い複数の地区を
統合した場合，地区数が減少することに
なるが，協定の区域は変わらないため，
地区数の減はカウントしない。

全国順位
中長期目標


